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ることは言うまでもない。 
今回のケースでは、ビジネス的な要素はあまり考慮にしなかった。これは、何
かのコンテンツを利用することで安くなるようなサービスよりも、そのコンテ
ンツを利用するためにカフェに来たくなるようなサービスであるほうがユーザ
にはインパクトが大きいと考えたからである。つまり、リピーターを生むため
のコンテンツの提案という形である。今後こうしたデザインを行う場合はより
一層ビジネスモデルについての妥当性を評価する必要があると思われる。 
 
コンテンツがコンテンツを生み出すとあるが、コンテンツを貯める、インタ
ラクションを起こすところをもっとデザインの段階で詰めておくことが重要だ
と実感している。 
 
新しくカフェについてのサービスをデザインするにはカフェ利用者の観察は
必要である。今回はカフェラボ自体の観察というものをあまり行っていなかっ
た。カフェには立地、客層、料理など違いが多くある。こうした要因の違いによ
って求められるサービスは変わってくるはずである。 
 
また、今回行ったFBL/PBLでは最初から情報技術の面からのアプローチでス
タートしたが本質的な問題点はこういった枠組みの中にあるとは限らない。 
こうした枠組み自体を疑ってデザインすることも重要だと思われる。ある枠
組みで問題を発見したとき、その枠組み内でのアプローチ法がなければ、別の
枠組みで考えられる柔軟性も重要である。 
 
今後デザインしていく上で基礎となるものを学んだ一方で、様々な問題点が
明らかになった。今後本科生に進むことでさらに様々なデザインに関わること
になるだろう。その中で大切なものは何かを常に意識して取り組んでいきたい。 
 
「デザイン学」への問い 
+ 方向づけの意思決定はどのように行われるか？ 
+ 観察から得られたことをどのようにうまくデザインに生かせるか？ 
